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Ｌ.Ｂ.アルベルティの『絵画論』にみる視的ピラミッドと
その切断に関する研究（１）
天貝 義教
レオン・バッティスタ・アルベティは、その著『絵画論』（ラテン語版1435年発行、イタリア語版
1436年発行）において、見ること（vision）とは三角形を作ることであり、三角形なしにはいかなる
量も見ることはできないと語り、絵画（picture）を、眼を頂点とし見られる面を底とする視的ピラ
ミッドの切断として定義した。アルベルティ以後、多くの芸術家たちが絵画芸術について重要な概念
を引き出すこととなった視的ピラミッドは、底である見られている面の各点から頂点であるひとつの
眼まで引かれた直線の集まりによって構成され、切断は、これら視的ピラミッドを構成する直線と、
その底と頂点の間に挿入された透明な面とが交わる点の集まりから構成される。パースペクティヴに
関する諸規則は、視的ピラミッドとその切断との特別な関係のなかに見いだされる。本研究では、視
的ピラミッドと切断に関するいくつかの図版と模型をつかって、視的ピラミッドの直線が、パースペ
クティヴの原理にもとで平行線となることを考察する。研究の前半部（１）では、視的ピラミッドと
その切断の作図について射影幾何学を参考にしながら考察する。研究の後半部（２）では、見ること
（vision）とは三角形を作ることのみならず、その同じ三角形に平行関係を作ることでもあるという
ことを考察する。以上の考察から、私たちは、アルベルティにならって、三角形なしには平行関係を
見ることはできないといえるのである。
キーワード：Ｌ.Ｂ.アルベルティ、パースペクティヴ、視的ピラミッド、切断、平行関係
Astudyonthevisualpyramid
anditscross-sectionofL.B.Alberti'sOnPainting(1)
AMAGAIYoshinori,Ph.D.
InhisbookentitledOnPainting(Latinversionpublishedin1435,Italianversionpublishedin1436),Leon
BatistaAlbertisaysthatvisionmakesatriangleandthatnoquantitycanbeseenwithoutthetriangle,andhe
definesapictureas'across-section'of'avisualpyramid'havingtheeyeasitsapexandtheplaneseenasitsbase.
Avisualpyramid,fromwhichmanyartistsafterAlbertidrewmanyimportantconceptsontheartofpainting,
isconstructedbyacolectionoflineswhichareextendedfromeachpointinthebase(aplanewhichisseen)
totheapex(thesingleeye),andacross-sectionisthenthecolectionofpointswheretheselinesofthevisual
pyramidintersectatransparentglasswhichisinterposedbetweenthebaseandtheapex.Theruleofthe
perspectivesystemisfoundinthespecialrelationshipbetweenthevisualpyramidanditscross-section.Inthis
study,byusingsomediagramsandmodelsofavisualpyramidanditscross-section,Iinvestigatewhythelines
１ はじめに
レオン・バッティスタ・アルベルティは、
その著『絵画論』註１（ラテン語版1435年、イ
タリア語版1436年）において、見ること
（vision）とは三角形（triangle）を作るこ
とであり、三角形なしにはいかなる量(quant
ity)も見ることはできないと語り、絵画
（picture）を、眼を頂点とし見られる面を底
とする視的ピラミッド（visualpyramid）の
切断（cross-section）として定義した。ア
ルベルティ以降、ピエロ・デッラ・フランチェ
スカをはじめとして、今日に至るまで、多く
の芸術家が、視的ピラミッドにもとづいて、
絵画芸術に関して重要な概念を生み出してき
た。視的ピラミッドは、アルベルティによる
基礎的な記述にもとづけば、その底である見
られている面の各点から頂点であるひとつの
眼まで引かれた直線の集まりによって構成さ
れ、切断は、これら視的ピラミッドを構成す
る直線と、その底と頂点との間に挿入された
透明な面とが交わる点の集まりから構成する
ことができる。パースペクティヴに関する諸
規則は、視的ピラミッドとその切断との関係
のなかに見いだされ、パースペクティヴはル
ネサンス以降、造形芸術の重要な基本原理の
ひとつとして発展きてきた註２。
本研究では、アルベルティが絵画を定義す
るさいにもちいた視的ピラミッドとその切断
に注目し、それらの図と模型をつかって、視
的ピラミッドを構成する直線が、パースペク
ティヴの原理のもとで平行関係となることを
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ofavisualpyramidmaybecomeparalelundertheprincipleoftheperspectivesystem.Theintentionofthefirst
halfofthisstudy(1)istoconstructdiagramsofavisualpyramidanditscross-sectionwithreferenceto
projectivegeometry.Inthesecondhalfofthisstudy(2),byusingmodelsofavisualpyramidanditscross-
section,Iassertthatvisionmakesnotonlyatrianglebutalsoparalelisminthesametriangle.Fromtheabove
discussion,folowingAlberti'sfootsteps,wesaythatitisquitecertainthatnoparalelismcanbeseenwithout
thetriangle.
Keywords:L.B.Alberti,Perspective,Visualpyramid,Cross-section,Paralelism
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考察する。
研究の前半部（１）では、アルベルティに
よって絵画の定義にもちいられた視的ピラミッ
ドとその切断の図解を概観し、射影幾何学の
基本的な概念であるデザルグの定理を参考に
しながら、視的ピラミッドとその切断の作図
をおこなう。図１は、その一例であり、この
図において、三角形 VA'B'は、Vを頂点とし、
直線 A'B'を底とする視的ピラミッドである。
直線 ABは、そのひとつの切断であり、直線
A'B'の透視図となる。
研究の後半部（２）では、前半部（１）の
作図にもとづいて作られた模型をつかって、
視的ピラミッドを構成する直線が平行関係と
なることをデジタルカメラで実際に記録する。
図２は、その一例であり、ここでは、図１に
おいて視的ピラミッドを構成している VAA'
を通る直線 lと、VBB'を通る直線 mが平行
関係になっている。
本研究では、以上の考察を、アルベルティ
にならって、数学者としてではなく、「見ら
れる対象（theobjecttobeseen）」を望む
立場から進め、最終的に、見ることとは三角
形を作ることのみならず、その同じ三角形に
平行関係を作ることでもあることを明らかに
する。私たちは、アルベルティにならって、
三角形なしには平行関係を見ることはできな
いといえるのである。
２ 視的ピラミッドの切断とパースペクティ
ヴ
アルベルティの『絵画論』では、視的ピラ
ミッドとその切断の関係ついては言及されて
いるものの、それらの関係を視覚的に表した
図は見られない。それゆえ、ブルネレスキか
らスーラまでの視覚にかかわる主題を網羅的
に考察した美術史家のケンプ（M.Kemp）は、
アルベルティの『絵画論』について語るさい、
図３にみられるような作図をもちいて視的ピ
ラミッドを説明している註３。この図において、
Eは眼を表しEA、EB、EC、EDは アルベルティ
のいう「外部光線（extrinsicray）」を、EG
は 「中心光線（centricray）」、EP１、EP２、E
P３、EP４ は「媒介光線（medianray.ケンプ
の著書では intrinsicrayと表記）を表して
いる。
またアルベルティからモンジュまでのパー
スペクティヴの歴史について数学的に考察し
たアンダーセン（K.Andersen）は、アルベ
ルティの『絵画論』を考察するさい、図４の
ように、 1640年代に発行されたボッス
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（AbrahamBosse）の著作にみられる図版をつ
かって視的ピラミッドを説明している註４。
切断は、これらの視的ピラミッドを構成す
る直線と画面との交点から構成されるが、同
じくアンダーセンは、このことを図５のよう
にボッスと同年代のデュブルイユ（Dubreil）
の著作にみられる図版をつかって説明してい
る註５。
視的ピラミッドの切断とパースペクティヴ
の関係を表した図版はピエロ・デッラ・フラ
ンチェスカの著作において、図６（図中の符
号は天貝による補足）のようにきわめて正確
かつ簡潔に描かれていることが知られる註６。
ここでは三角形 ABCが視的ピラミッド、BE
がその切断を表している。ピエロは、この図
にもとづいて、図７のように、視的ピラミッ
ド、その切断、そして透視図の関係を統合し
た図を残している註７。図８は、これを改めて
描き直し符号をくわえたものであるが、この
図において、三角形 ABCが視的ピラミッド、
BEが切断を表し、台形 BCedは、BCの長さ
を一辺とする正方形 BCGFの透視図となる。
今日では、視的ピラミッドの切断と透視図
の関係については、パースペクティヴに関し
て出版されている図学関係の多数の解説書に
見ることができるが、本論では、数学者のダ
ン・ペドウの著書註８に見られる図版とその説
明にもとづいて、視的ピラミッドとその切断
の関係、そして視的ピラミッドの切断とパー
スペクティヴの関係を理解しておく。
ペドウは、図９に見られる図をもちいなが
ら、次のように解説する註９。
点Ｖを画家の眼とする。平面α'は水平
な平面で絵に描こうとする対象面である。
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いま、平面α'の上の点 P'を見て、それ
を平面αの上の点Ｐに写す。直線 P'P
は当然点 Vを通る。このとき、α'の上
の点を Vを投影の中心（thecenterof
projectionV）とし、αの上に投影した
（projecting）という。
平面αは、いわゆる画面であり、点 Vを
通る直線 P'Pは視的ピラミッドを構成する
直線となり、点 Pは点 P'の透視図となる。
ぺドウによれば、平面αとα'との交線は
「投影の軸」（theaxisofprojection）と呼
ばれ、この軸上の点は同じ点に投影され、R=
R'となる。この Rを通る直線 l'を平面α'の
上に引き、l'の上の各点と Vとを結ぶと、
それらの直線群と平面α―すなわち画面―と
の交点群は、平面α上で Rを通る直線 lと
なる。直線 lは直線 l'の透視図である。点
P'が l'の上を Rから遠ざかるように動くと
考えると、画面上の点 Pは次第に画面上の
点 Q―すなわち Vから l'に平行に引いた直
線が平面αに交わる点―に近づくこととなる。
これを、ぺドウは、直線 VQは直線 l'に平行
で、無限に延長しても l'とは交わらないこ
とを意味し、点 Qは、点 Vを通って平面α'
に平行な平面と、平面αとの交線 vの上に
あると説明する。この直線 vは平面α'の消
線（thevanishingline）とよばれる。これ
について、ぺドウは次のようにユニークな方
法で解説する註10。
一冊の本をもって、その背を上にして、
背を VQに沿うようにすれば、中の１頁
を直線 l'と lとで形成される平面と重
ねることができよう。そこで、別の頁を
開いて、図にあるように、直線 m'と mと
で形成される平面であるとすれば、mは
当然 Qを通るし、m'は l'と平行になる。
ぺドウの解説は次のようにつづく註11。
幾何学用語でいえば、直線 VQが平面α
'と平行であれば、直線 VQを含むどの
平面も、平面α'とは VQに平行な直線
で交わり、平面αとは点 Qを通る直線
で交わる。したがって、平面α'上の一
群の平行直線群は、平面αの上では一点
を通る直線群として描写され、その交点
は、＜消線＞vの上にあること、すなわ
ち、＜平面α'の上の特定の方向の直線
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図９
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に対して平面α上、vの上にこれに対応
する特定の点が存在する＞ということが
証明されたことになる。
ぺドウによれば、この単純な記述が、長い
年月にわたる透視図法の発展の歴史で得られ
た結果と同じ内容をもっていることとなる。
本研究でいう視的ピラミッドは、ペドウの
図をもちいれば、図10において太線で示した
ように、直線 S'P'を底とする三角形 VS'P'
で表される。そして、平面α上の直線 SPは、
そのひとつの切断であり、直線 S'P'の透視
図となる。この図にもとづいて本研究の目的
をあらためて述べれば、三角形 VS'P'につい
て、平面α'上のある点から見て直線 S'P'と
直線 SPが重なって見えるとき、三角形 VS'P
'を構成する直線 VS'と VP'が平行関係にあ
ることを実際に示すことにある。
３ 視的ピラミッドとその切断の作図
本研究では、視的ピラミッドと切断に関す
る作図をおこなうにあたって、図１にみられ
るような平面図形を取り扱うこととし、十八
世紀の英国のブルック・テイラー（Brook
Taylor）のパースペクティヴの理論と、射影
幾何学の基本的定理であるデザルグの定理を
参考にする。
テイラーは、1715年に発表した著作の冒頭
で、図11に示したような図版をもちいてパー
スペクティヴの技法の説明を開始し、図12に
見られるような平面図形に関する作図を紹介
している註12。
テイラーは、図11において、Oを眼（Eye）
とし、EFを画面（Picture）、画面の上の図
形 abcdを、Oから見られているもとの図形
（Original Object） ABCD の 再 現
（Representaiton）としている。そして図形
abcdが、Oから見て、図形ABCDを正確に覆っ
ているとき、光線（Ray）もしくは視線
（VisualRay）を表す直線AO、BO、CO、DOを、
図形 ABCDの各点 A、B、C、Dから、眼であ
る点 Oに伸ばすと、これらの光線は、図形
ABCDの各点A、B、C、Dに対応する図形abcd
の各点 a、b、c、dにおいて画面を切る
（cut）こととなる註13。
この図形 ABCDを底とし眼 Oを頂点とし光
線または視線 AO、BO、CO、DOからなる四角
錐は視的ピラミッドと見なせるが、この図版
に関連してテイラーは、視的ピラミッドとい
う表現をつかっていない註14。
図12は、視的ピラミッドの構成する要素で
ある視線に注目して、パースペクティヴの作
図法を考察したものとして重要である。
テイラーによれば註15、この図において、X
は、眼を表す Oのある平面（Plane）とされ、
Yは、画面（PlaneofPicture）、Zは、見ら
れる対象 （Object） のあるもとの平面
（OriginalPlane） とされる。Xは、efを通
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図11
図12
る消線（VanishingLine）で Yと交わり、Y
は、EFを通る交線（Intersection）で Zと
交わる。Xと Zの平面は、Yと同一の平面上
にあり、Yに描かれている図形 abcdは、Z
にあるもとの図形 ABCDの裏返しの再現
（Representation）となる。この図において
は、視線は、Oから bを通り Bと結ばれた
直線で表されている。この視線 OBをもちい
て、点 Bの再現である点 bが求められる。
すなわち、もとの図形の直線 CBを交線に向
かって延長し、交線との交点を Eとする。
つぎに Oから消線に向かって直線 CBEに平
行に線を引き、消線との交点を eとする。
点eは、直線CBEの消点であり、点eと点E
を結んだ直線 eEと視線 OBとの交点が、点 B
の再現である点 bとなるというのである。
点 cをもとめるさいには、テイラーは、
視線をもちいていない註16。すなわち直線 CA
を交線に向けて延長し、交線との交点を F
とする。直線 CAFに平行に引かれた直線 Of
と消線と交わる点を fとし、直線 eEと fF
の交点が、点 Cの再現である点 cとなる。
ここで Zにある三角形 ABCに注目して、
視線 OA、OCを描きくわえると、直線 OCは
点 cを通ることとなる。さらに直線 BAを交
線上に延長し、交線との交点をE'とし、点b
と結んだ直線 E'bは、点 aを通る。以上を
描き改めたものが図13である。この図から直
線 Of、Oe、fc、ecと消線を取り除いたもの
が図14であるが、この図は、デザルグの定理
を満たすものとなる。すなわち、直線 Aa、B
b、Ccがひとつの点 Oを通るならば、ABと
abの交点 E'、BCと bcの交点 E、CAと ca
の交点 Fは、ひとつの直線、ここではテイ
ラーが交線（Intersection）と呼んだ直線の
上にある。このとき三角形 ABCと三角形 abc
はパースペクティヴの位置にあるが、このパー
スペクティヴの中心は O、軸は交線である。
三角形 ABCと三角形 abcは、同じ平面上に
あっても、異なる平面上にあってもよい註17。
図14の場合は、二つの三角形が同じ平面
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図13
図14
図15
上にあり、図15の場合は異なる平面上にある。
図15は、ケンプが透視図とデザルグの定理の
関係を示すために掲げたものである註18が、ペ
ドウの著書にも図16のように同様の図が掲載
されており註19、デザルグの定理とパースペク
ティヴとの関係を直観的に示すさいの典型的
な図といえよう。
図15において、異なる平面の上にある三角
形 ABCと三角形 DFGは、Eを中心とし、IJ
を軸としてパースペクティヴの位置にある。
ここで、中心 Eを通り、三角形 ABCのある
平面に平行となる平面が、三角形 DFGのあ
る平面 Pと交われば、それが、先に掲げた
図９における平面α上の直線 vとなり、Eか
ら vに垂直線を引いて vと交わる点が Nと
なる。視的ピラミッドは、Eを頂点、三角形
ABCを底として、Eからの視線 EA、EB、EC
で表され、切断は、平面 Pの三角形 DFGで
表される。このようにデザルグの定理をもち
いて任意の視的ピラミッドとその切断が作図
できるのである。
図17は、以上のようなテイラーの作図法と
デザルグの定理を参考にして作図したもので
ある註20。
ここでは、三角形ではなく四角形をもちい
て、Vをパースペクティヴの中心、nを軸と
している。ここでの視的ピラミッドの頂点は
V、底は正方形 A'B'C'D'、視線は VAA'、VBB
'、VCC'、VDD'で表され、切断は四角形 ABCD
となる。冒頭で示した図１は、太線で示した
部分である。
さて射影幾何学においては、無限遠点が抽
象的につけ加えられ、平面上の二つの直線は、
必ず通常の点か無限遠点で交わることとなる。
ケンプは、図15について、Eを無限遠点とし
た場合の図版を図18のように示している註21。
この図では、パースペクティヴの中心 Eは
無限遠点として表され、Eを通る直線、すな
わち視線 AF、BD、CGは平行線となる。
この図にならって、図１について、Vを無
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図17
図18
図16
限遠点とすれば、図19に示したように、Vを
通る二つの直線 lと mは、平行線となる。
図２は、図１にもとづいて製作した模型を撮
影したものであるが、ここでは、図１のパー
スペクティヴの軸 nの上の部分が裏返しに、
すなわち、直線 BANが画面の右側にあり、
視的ピラミッドを構成する二つの直線 lと m
が平行になっている。
次節では図16にもとづく模型製作と図２に
示した画像の撮影過程について述べる。
（以下、別稿に続く）
註
１ アルベルティの『絵画論』ついては、本
研究では、英文は、JohnR.Spencerによる
英訳 "OnPaiting"（YaleUniversityPress,
1956）を参照し、邦語は三輪福松氏による邦
訳『絵画論』（中央公論美術出版 平成４年）
を使用した。また下記のものを適宜参考にし
た。
Leon Battista Alberti, "On Painting",
translatedbyCecileGrayson,withan
IntroductionandNotesbyMartinKemp,
PenguinBooks,Reprint,2004.
Roccoinisgalli,"LeonBattistaAlberti:
On Painting. A New Translattion and
Critical Edition, Cambridge University
Press,2011.
２ 美術史的観点からパースペクティヴの歴
史を考察したものとして以下のものを参照し
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Seurat-",YaleUniversityPress,1990.
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した。KristiAndersen,"TheGeometryofan
Art-TheHistoryoftheMathematical
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Monge-",Springer,2009.
３ M.Kemp註２ 同上書 p.22
４ K.Andersen註２前掲書 p.20
５ 同上書 p.21
６ PierodellaFrancesca,"DeProspectiva
Pingendi", Firennze, Casa Editrice
Lettere,1984.(Tav.I,Fig.I)
図版は以下の邦訳にも見ることができる。
石鍋真澄、『ピエロ・デッラ・フランチェス
カ』平凡社、2005.442ページの図１
７ PierodellaFrancesca同上書(Tav.IV,
Fig.XIII)
石鍋 同上書 442ページの図４
８ Dan Pedoe, "Geometry and Liberal
Arts",PenguinBooks,1976.これは1983年
に DoverPublicationより、"Geometryand
theVisualArts"と改題されて出版されてい
る。1976年版の邦訳は、ダン・ぺドウ、磯田
浩訳『図形と文化』（法政大学出版局 1985）
がある。本研究では主として邦訳をつかった。
９ ダン・ぺドウ、磯田浩訳『図形と文化』
法政大学出版局 1985 p.44
10 同上書 p.45
11 同上書 pp.45～46
12 Kiristi Anderson, "Brook Taylor's
WorkonLinearPerspective―AStudyof
Taylor's Role in the History of
PerspectiveGeometry.IncludingFacsimiles
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ofaylor'sTwoBooksonPerspective",
Springer-Verlag,1992.
この書には書名にあるように、BrookTaylor
による以下の二つの著作のファクシミリ版が
収められている。
LinearPespective:OrANewMethodOf
RepresentingJustlyAllMannerOfObjects
AsTheyAppearToTheEyeinAllSituations.
London.1715
NewPrincipesOfLinearPerspective:OrThe
Art Of Designingon A Plane The
RepresentationsOfAllSortsOfObjects,In
AMoreGeneralAndSimpleMethodThanHas
BeenDoneBefore.London.1719.
13 KiristiAnderson同上書 p.76
14 テイラーは、1719年の著作（p.163）で
は、"OpticCone"という用語をもちいてい
る。 また同じ著作（p.231）で、つぎのよう
な図版をつかって、パースペクティヴの基本
的概念を説明している。
15 K.Anderson註12 前掲書 p.76、
p.121
16 同上書 p.96
17 寺阪英孝『幾何とその構造』筑摩書房
1971.ｐ.148、p.151
18 M.Kemp前掲書 p.122
19 D.Pedoe前掲書 p.181
邦訳では、190ページ
20 作図にさいしては、寺阪の前掲書153ペー
ジから155ページにみられるデザルグの完全
４点形定理を参照するとともに、栗太稔『具
象から幾何へ』（日本評論社、1980）の128ペー
ジと196ページにみられる平行四辺形でない
四角形の射影による正方形の作図法を参照し
た。
21 M.Kemp前掲書 p.122
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